
第 ４ 章 　 防 府 市 の 歴 史 文 化 の 特 性

１ ． 文 化 財 の 種 別 と 年 代

　 図 7 6  は 文 化 財 の 種 別 と つ く ら れ た 時 代 (  製 作 ・ 構 築 年 代 )  を 基 軸 に し て 、 現 在 に 伝 わ る 文

化 財 の 歴 史 文 化 的 な 位 置 づ け を 示 し た も の で す 。 指 定 等 文 化 財 を 主 体 に 構 成 し て い ま す が 、 防

府 市 に は 古 代 か ら 近 現 代 に 至 る ま で の 多 様 な 文 化 財 が あ る こ と が わ か り ま す 。 多 く の 文 化 財 が

長 く 引 き 継 が れ て き た 理 由 に 様 々 な 要 素 が 考 え ら れ ま す が 、 壊 滅 的 な 災 害 や 戦 乱 に 遭 遇 し な

か っ た こ と 、 特 に 太 平 洋 戦 争 末 期 の 空 襲 に よ る 絨 毯 爆 撃 を 免 れ た こ と は 大 き な 要 素 と い え ま す 。

ま た 、 伝 統 的 な 寺 社 勢 力 や 大 内 ・ 毛 利 氏 と い っ た 有 力 な 大 名 に よ っ て 長 期 に わ た り 安 定 的 な 領

域 の 経 営 が な さ れ て き た こ と も 古 来 の 文 化 財 が 散 逸 せ ず に 伝 わ っ た 歴 史 的 な 要 因 と 考 え ま す 。

　 い ず れ に し て も 、 現 在 の 防 府 市 に こ れ だ け の 文 化 財 が 所 在 す る こ と 自 体 に 、 周 防 国 府 の 時 代

か ら 拠 点 都 市 で あ り 続 け た 土 地 柄 で あ る と い う 特 性 が 表 わ れ て い ま す 。
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図 7 6 　 文 化 財 の 種 別 と 年 代
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２ ． 防 府 の 風 土 と の 関 係 性

（ １ ） 花 崗 岩 の 山 々 と 佐 波 川 に 培 わ れ た 文 化

　 独 特 の 山 容 で 人 気 が あ る 右 田 ヶ 岳 を 代 表 と す る 花 崗 岩 質 の 山 々 が 佐 波 川 の 両 岸 に 広 く 分 布 し

て い ま す 。 花 崗 岩 の 岩 塊 に は 縦 方 向 の 規 則 的 な 割 れ 目 (  節 理 )  が で き る た め 、 雨 水 が 浸 み 込 み

や す い 性 質 が あ り ま す 。 こ の 節 理 に 沿 っ て 風 化 が 進 行 し 、 分 解 し て 砂 状 に な っ た 真 砂 が 大 量 に

生 成 さ れ る こ と が 防 府 の 風 土 を 形 づ く る 基 に な り ま す 。 真 砂 は 谷 筋 を と お り 佐 波 川 に 集 ま っ て

流 下 し 、 下 流 域 に 厚 い 砂 質 の 堆 積 層 か ら 成 る 防 府 平 野 を つ く り 出 し ま し た 。

　 河 川 名 や 地 名 と な っ て い る 「 佐 波 」 は 『 日 本 書 紀 』 の 記 載 例 や 『 和 名 類 聚 抄 』 の 注 釈 か ら 「 娑

磨 (  サ マ ) 」 を 起 源 と す る こ と が わ か り 、 そ の 原 義 を ｢  細 か な 白 砂 ｣  と 理 解 す る 有 力 な 説 が あ

り ま す 。 全 国 的 に 風 化 し た 花 崗 岩 を 砂 婆 (  サ バ )  と 表 わ す 事 例 も あ り 、 「 佐 波 」 は 花 崗 岩 地 質

の 砂 に 由 来 す る と み て よ い で し ょ う 。 佐 波 ・ 沙 婆 は ま さ し く 防 府 の 風 土 に 関 わ る 呼 称 な の で す 。

　 自 然 環 境 か ら 見 出 せ る こ う し た ｢  花 崗 岩 の 浸 食 ｣  と 佐 波 川 の ｢  流 水 作 用 に よ る 堆 積 ｣  が 文 化

的 な 土 壌 に も な っ て い て 、 生 活 基 盤 の 向 上 と 地 域 の 産 業 を 培 っ て き た 歴 史 的 な 経 緯 が 読 み 取 れ

ま す 。
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図 7 7 　 花 崗 岩 風 化 進 行 の 過 程

図 7 8 　 右 田 ヶ 岳 の 山 容

図 7 9 　 市 内 航 空 写 真 (  南 西 か ら )
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① 焼 物

　 真 砂 を 主 成 分 と し た 砂 質 堆 積 の 土 壌 は 長 石 成 分 を 非 常 に 多 く 含 有 し て お り 、 高 温 で 焼 く と ガ

ラ ス 質 に 変 化 し て よ く 焼 き 締 ま る 性 質 を 持 っ て い ま す 。 そ の た め 、 焼 物 の 原 料 に 適 し た 土 と し

て 古 く か ら 利 用 さ れ 、 近 世 ・ 近 代 に は 現 在 の 山 口 県 域 で 卓 越 し た 生 産 量 を 誇 る 産 業 に 発 展 し ま

し た 。 萩 藩 お 抱 え の 焼 物 技 術 で あ っ た 萩 焼 の 主 原 料 と な る 大 道 土 や 釉 薬 の 長 石 も 防 府 市 内 で 産

出 し ま す 。 全 国 的 な 視 野 で み る と 、 防 府 は 日 本 を 代 表 す る 古 窯 が 分 布 す る 「 陶 業 銀 座 」 と 呼 ば

れ る 地 帯 の 中 央 に あ り ま す [  図 8 2 ] 。 花 崗 岩 地 帯 と 一 致 す る 古 窯 分 布 域 で 良 質 な 成 分 組 成 の 原

料 土 が 採 取 で き る こ と を 表 わ し て い ま す 。

　 原 材 料 と 技 術 が 結 び つ い た 防 府 の 窯 業 は 風 土 の 特 性 を 活 か し た 産 業 と し て 捉 え る こ と が で き

ま す 。
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図 8 0 　 防 府 市 内 の や き も の 産 地

図 8 2 　 「 陶 業 銀 座 」 と 呼 ば れ る 地 帯 の 分 布 域図 8 1 　 焼 成 中 の 様 子 (  末 田 の 蛸 壺 )
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② 鋳 物

　 近 世 に は ｢  鋳 物 師 ｣  と い う 地 名 が あ っ た こ と が 知 ら れ て い ま す が 、 防 府 に は 古 く か ら 鋳 造 技

術 が 伝 承 さ れ て き ま し た 。 銅 ・ 鉄 ど ち ら の 素 材 も 周 防 国 府 跡 の 発 掘 調 査 で ス ラ グ (  鉱 滓 )  や 鋳

型 が 出 土 し て い る た め 、 鋳 造 技 術 の 系 譜 は 古 代 ま で 遡 る こ と は 明 ら か で す 。 中 世 初 め の 建 久 八

年 ( 1 1 9 7  年 )  に 造 ら れ た 鉄 宝 塔 (  国 宝 )  が 阿 弥 陀 寺 に 伝 え ら れ て い ま す 。 地 元 の 情 報 が 鋳 出 さ

れ て お り 、 防 府 の 地 で 製 作 さ れ た と 想 定 さ れ ま す 。 地 元 で 培 っ て き た 技 術 に 重 源 上 人 と 共 に や っ

て 来 た 陳 和 卿 ら の 技 術 者 達 が 新 し く 伝 え た 技 術 を 加 え て 、 よ り 高 品 質 な 製 品 を 生 産 で き る 契 機

と な っ た に 違 い あ り ま せ ん 。 近 世 に な っ て か ら の 生 産 は さ ら に 隆 盛 と な り 、 萩 藩 内 の 社 寺 の 洪

鐘 ・ 金 鼓 等 の 鋳 物 製 品 の 殆 ど は 防 府 鋳 物 師 か 藩 お 抱 え で 萩 在 住 と な っ た 鋳 物 師 出 身 の 郡 司 氏 に

よ る 作 品 と い わ れ て い ま す 。 郡 司 氏 は 在 来 技 術 を 活 か し て 、 幕 末 に は 藩 の 洋 式 大 砲 の 鋳 造 を 担

う よ う に な り ま し た 。

　 風 土 と 鋳 物 の 関 わ り と し て 着 目 で き る の は 鋳 型 で す 。 防 府 の 砂 質 堆 積 の 土 層 の な か で 鋳 型 を

つ く る 素 材 に 適 し た 泥 質 の 成 分 を 多 量 に 採 取 で き た こ と が 長 期 に わ た り 鋳 造 技 術 を 維 持 し 発 展

さ せ て き た こ と に つ な が り ま す 。
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図 8 3 　 「 周 防 国 府 跡 」 で 出 土 し た 鋳 型

図 8 5 　 鋳 物 師 で 鋳 造 さ れ た 記 録 が 残 る 梵 鐘 (  大 楽 寺 )       

図 8 4 　 国 宝 鉄 宝 塔 (  阿 弥 陀 寺 ) 図 8 6 　 伝 統 を 引 き 継 い だ 工 房 で の 鋳 込 み 作 業



③ 塩 浜

　 古 代 か ら 周 防 国 は 塩 生 産 で 有 名 な 土 地 柄 で 、 防 府 で も 鞠 生 に 古 い 塩 浜 (  塩 生 産 地 )  の 遺 跡 が

あ る こ と が 知 ら れ て い ま す 。 海 水 を 人 力 で 汲 み 上 げ る 「 揚 げ 浜 」 で あ っ た と さ れ ま す が 、 砂 浜

が 広 が る 環 境 で お こ な わ れ て い ま し た 。 1 8  世 紀 に な る と 遠 浅 の 干 潟 に 堤 防 を 築 く こ と に よ り

干 拓 が 進 み 、 海 に 面 し て 田 畠 に 利 用 で き な い 地 域 は 入 浜 式 塩 田 と し て 開 発 さ れ る よ う に な り ま

す 。 塩 田 は 干 拓 地 内 部 の 広 大 な 砂 地 を 平 ら に し 、 満 潮 ・ 干 潮 の 中 位 に 塩 田 面 を 築 き ま す 。 海 水

を 塩 田 内 の 溝 に 導 入 し て 砂 地 の 地 盤 に 浸 透 さ せ 、 毛 細 管 現 象 に よ っ て 砂 層 上 部 ま で 海 水 を 供 給

し 、 太 陽 熱 と 風 で 水 分 を 蒸 発 さ せ ま す 。 天 日 乾 燥 に よ り 塩 の 結 晶 が 付 着 し た 撒 砂 を 集 め 、 そ れ

に 海 水 を か け て 鹹
か ん す い

水 を 取 得 す る 作 業 が お こ な わ れ ま し た 。 こ の 鹹 水 を 釜 屋 で 煮 て 析 出 し た 塩 を

採 り だ し て 出 荷 し た の で す 。 市 域 で は 中 関 塩 田 を 中 心 に 西 浦 前 ヶ 浜 、 江 泊 で 生 産 が な さ れ 、 赤

穂 (  兵 庫 県 )  に 次 ぐ 国 内 有 数 の 塩 業 生 産 地 に 発 展 し 、 地 域 経 済 を 潤 し ま し た 。

　 入 浜 式 塩 田 は 沿 岸 が 砂 の 堆 積 で 干 潟 と な る 環 境 に 築 か れ 、 波 風 が お だ や か で 、 日 照 時 間 が 多

い と い う 風 土 を 最 大 限 に 活 か し た 生 産 施 設 で し た 。
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図 8 7 　 中 関 塩 田 作 業 風 景 (  大 正 時 代 )

図 8 9 　 三 田 尻 塩 田 旧 越 中 屋 釜 屋 煙 突図 8 8 　 塩 浜 遺 跡 位 置 図

桑 山桑 山

佐 波 川佐 波 川 周 防 国 府 跡周 防 国 府 跡

三 田 尻 塩 田 跡

伊 佐 江 ・ 鞠 生 松 原 塩 浜 跡



④ 疎 水 と 伏 流 水

　 地 図 や 空 中 写 真 で 防 府 平 野 西 部 を 観 察 す る と 、 天 神 山 西 麓 付 近 か ら 、 か つ て 南 寄 り に 流 下 し

て い た 佐 波 川 の 旧 流 路 が 網 状 に 分 布 し て い る こ と が わ か り ま す [  図 9 0 ] 。 佐 波 川 が 現 在 の よ う

に 固 定 化 し た の は 近 世 に な っ て か ら と み ら れ 、 繰 り 返 さ れ る 大 洪 水 に 見 舞 わ れ な が ら 治 水 対 策

を 積 み 重 ね た 歴 史 を ふ り か え る こ と が で き ま す 。 大 規 模 な 堤 防 が 築 か れ る 前 の 状 況 を 示 す 佐 波

川 の 旧 流 路 が み ら れ る 範 囲 が 上 流 か ら 運 ば れ た 土 砂 が 堆 積 し た 部 分 と な り ま す 。 旧 流 路 の 形 態

を と ど め る 地 形 は 、 か つ て の 侵 食 ・ 堆 積 作 用 の 影 響 と し て わ ず か な 起 伏 が 表 層 に 残 さ れ て い ま

す 。 そ の 中 の 澪 筋 状 の 微 凹 地 形 を 利 用 し て 主 と し て 農 業 用 水 と な る 疎 水 が 設 置 さ れ ま し た [  図

9 1 ] 。 絵 図 等 の 歴 史 資 料 に よ る と 、 江 戸 時 代 中 期 に は 現 況 に 近 い 疎 水 網 が あ る こ と が 確 認 で き 、

干 拓 さ れ た 新 田 に 佐 波 川 の 水 を 供 給 す る た め の 着 実 な 土 木 設 計 が あ っ た こ と を 読 み 取 る こ と が

で き ま す 。
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図 9 1 　 佐 波 川 か ら 取 水 す る 疎 水 系 統 図

図 9 0 　 佐 波 川 の 旧 流 路 (  昭 和 3 7  年 空 中 写 真 国 土 地 理 院 )



　 自 動 車 や 化 学 製 品 の 生 産 工 場 で 製 品 を つ く る 工 程 で は 、 原 料 水 や 設 備 の 冷 却 、 製 品 の 洗 浄 等

の た め に 大 量 の 工 業 用 水 を 必 要 と し ま す 。 防 府 市 内 の 工 場 で １ 日 の 工 業 生 産 に 必 要 な 1 5  万 ㎥

以 上 の 工 業 用 水 を 地 下 水 で 賄 わ れ て い ま す [  図 9 2 ] 。 こ の 大 量 の 工 業 用 水 の 供 給 源 と な っ て い

る の が 佐 波 川 の 伏 流 水 で 、 良 質 な 水 の た め 、 原 水 (  浄 化 し な い 水 )  の ま ま 利 用 で き る の が 特 徴

で す 。 一 般 家 庭 で 使 う 水 道 の 水 源 で も あ り ま す 。 豊 富 な 佐 波 川 の 伏 流 水 は 防 府 平 野 の 土 砂 堆 積

に 帯 水 し て 蓄 え ら れ ま す 。 地 下 に あ る 帯 水 層 の 正 体 は 佐 波 川 の 営 力 で 堆 積 し た 層 厚 ５ ～ ８ ｍ の

砂 礫 層 で す 。 こ の 砂 礫 層 は 扇 状 地 性 の 堆 積 で 、 氷 河 期 の 時 代 に 海 面 が は る か 沖 に あ っ た 環 境 で

生 成 さ れ た 地 形 で す [  図 9 3 ] 。 縄 文 時 代 以 降 の 温 暖 化 に よ り 海 進 し 、 臨 海 の 干 潟 や 三 角 洲 の 堆

積 が 扇 状 地 性 の 堆 積 の 上 面 を 覆 う こ と に な っ た と み ら れ ま す 。

　 防 府 市 民 は 、 佐 波 川 が つ く り 出 し た 堆 積 層 を 流 れ る 水 の う ち 、 表 層 は 農 業 用 水 と し て 、 地 下

水 は 生 活 水 ・ 工 業 用 水 に 、 ２ 層 構 造 に わ た る 潤 沢 な 資 源 の 利 用 者 で あ る こ と が わ か り ま す 。 水

資 源 に 関 わ る 歴 史 文 化 の 特 性 は 河 川 の 長 期 に わ た る 自 然 営 力 の 蓄 積 の 上 に 構 成 さ れ て い ま す 。
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図 9 2 　 防 府 工 業 用 水 マ ッ プ

図 9 3 　 防 府 平 野 砂 礫 層

(  湯 原 浩 三 「 防 府 平 野 の 浅 層 地 下 水 」 よ り )



（ ２ ） 瀬 戸 内 防 府 の 自 然 環 境 と 海 事 技 術

① 多 島 海 の 西 端 で 担 う 役 割

　 瀬 戸 内 海 に は 大 小 合 わ せ て 7 0 0  余 り も の 島 々 が あ り ま す が 、 島 と 海 の 関 係 性 か ら 、 島 々 が 多

く 潮 流 の 動 き が 大 き い 「 瀬 戸 」 の 海 域 と 、 島 が 少 な く 広 が っ た 水 面 を も つ 「 灘 」 の 海 域 に 大 別

さ れ ま す 。 防 府 市 域 に も 向 島 ・ 佐 波 島 ・ 野 島 が あ り 、 図 9 4  の と お り 、 こ れ ら は 瀬 戸 内 海 の 島 々

の 連 な り で あ る 多 島 海 域 の 西 端 に 位 置 す る こ と が わ か り ま す 。 ま た 周 防 灘 に 面 し て い る こ と か

ら 、 南 方 の 沖 に は 島 影 が な く 、 お よ そ 5 0  ㎞ 先 に あ る 九 州 対 岸 ま で 穏 や か な 海 原 が 広 が る 景 観

が 望 め ま す 。 瀬 戸 内 海 全 体 を 見 渡 す 広 域 の 視 点 か ら 防 府 市 周 辺 の 海 域 を 観 れ ば 、 多 島 海 域 (  瀬

戸 )  と 灘 の 海 域 が 接 す る 場 所 に 位 置 す る こ と が わ か り ま す 。 歴 史 的 な 観 点 で 無 動 力 船 の 時 代 の

航 法 を 考 え る と 、 刻 々 と 変 わ る 激 し い 潮 流 の 動 き と 数 々 の 暗 礁 を 把 握 し な け れ ば 、 多 島 海 域 で

の 推 進 は 不 可 能 で す 。 風 を 帆 で 受 け て 推 進 す る 航 法 が 浸 透 し て い な い 中 世 以 前 の 時 代 で は 手 漕

ぎ で 推 進 す る た め 、 １ 日 に ２ 回 あ る 転 流 (  潮 流 が 流 れ の 方 向 を 変 え る )  の タ イ ミ ン グ や 目 標 ま

で の 距 離 や 順 番 と い っ た 知 識 が な い と 周 防 灘 で 漂 流 す る こ と に な り ま す 。 古 い 時 代 ほ ど 経 験 に

即 し た 地 元 の 知 識 が 航 海 に は 必 要 で 、 多 島 海 と 灘 が 接 す る 防 府 の 地 は 、 航 法 の 判 断 要 素 の 切 り

替 え に 関 わ る 情 報 の 収 集 や 水 先 案 内 人 の 交 代 等 で 重 視 さ れ た 寄 港 地 と し て の 要 素 が あ り ま す 。
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下 げ 潮 流上 げ 潮 流

図 9 6 　 瀬 戸 内 海 の 潮 流 の 動 き (  海 上 保 安 庁 「 潮 流 推 算 海 域 図 」)

図 9 4 　 防 府 と 瀬 戸 内 海 の 歴 史 的 港

　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 9 5 　 瀬 戸 内 海 を 航 海 す る 船 (  重 要 文 化 財  紙 本 著 色  松 崎 天 神 縁 起 ) 　 　 防 府 天 満 宮 蔵

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 h t t p : / / w w w 1 . k a i h o . m l i t . g o . j p / K A N K Y O / T I D E / c u r r _ p r e d / i n d e x . h t m
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長 岡 京

難 波 宮 恭 仁 京

平 城 京
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② 「 埋 も れ る 港 」 の 宿 命

　 佐 波 川 の 河 口 付 近 で は 堆 積 作 用 が 大 き く 三 角 州 が ひ ろ が り 、 時 代 が 進 む に し た が っ て 沿 岸 の

水 深 が 浅 く な り 、 干 潟 が 顕 著 に 発 達 す る よ う に な り ま す 。 防 府 に は 瀬 戸 内 海 を 航 行 す る 船 乗 り

が 頼 り に し て き た 歴 史 的 な 港 が あ っ た こ と が 想 定 で き ま す が 、 港 湾 施 設 の 管 理 ・ 整 備 が 堆 積 作

用 の 進 行 に 追 い つ か ず 埋 も れ て し ま う と 別 の 場 所 に 施 設 が 移 る こ と に な り ま す 。 港 湾 施 設 に 関

わ る 古 代 ( 『 周 防 国 衙 跡 』 「 船 所 ・ 浜 ノ 宮 地 区 」 )  と 近 世 ( 『 萩 往 還 』 「 三 田 尻 御 舟 倉 跡 」 )  に 属

す る ２ つ の 遺 跡 が 国 指 定 史 跡 と な っ て い る こ と は 現 在 ま で 引 き 継 が れ た 瀬 戸 内 海 交 通 の 要 衝 と

し て の 防 府 の 歴 史 的 特 性 を 明 示 し ま す 。 双 方 と も 現 在 の 海 浜 よ り 、 か な り 内 陸 に 位 置 す る こ と

を 現 地 で 実 感 で き ま す 。 史 料 か ら 市 域 に 佐 波 津 ・ 勝 間 浦 ・ 伊 佐 江 ・ 岸 津 ・ 中 関 ・ 西 浦 ・ 富 海 浦

等 の 港 湾 施 設 が 存 在 し た こ と を 把 握 で き ま す が 、 堆 積 作 用 が 増 大 し た 結 果 、 「 埋 も れ た 港 」 で

あ る こ と が 多 く 、 実 像 は 不 明 で す 。 港 湾 施 設 の 浚 渫 は 今 日 で も 必 須 作 業 で 、 ど の 時 代 に お い て

も 防 府 に あ る 港 は 埋 も れ る こ と を 宿 命 と し な が ら 運 用 を 図 り つ つ 、 交 通 の 便 を 担 っ て き た こ と

が う か が え ま す 。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 9 7 　 近 世 初 期 に 描 か れ た 防 府 沿 岸 の 干 潟 (  三 田 尻 開 作 絵 図 ) 　 　 　 山 口 県 文 書 館 蔵

図 9 9 　 史 跡  萩 往 還  三 田 尻 御 舟 倉 跡図 9 8 　 史 跡  周 防 国 衙 跡  船 所 ・ 浜 ノ 宮 地 区
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（ ３ ） 丘 の 上 の 村 ・ 砂 の 上 の 町

　 古 来 よ り 日 本 人 が 生 き て い く た め に 大 切 に し て き た 生 業 は 稲 作 を 中 心 と し た 農 業 で す 。 水 あ

た り の 便 が あ る 低 地 に 田 畠 を 置 い て 耕 し 、 小 高 い 段 丘 上 に 住 居 を 構 え て 生 活 し て き ま し た 。 こ

う し た 空 間 が つ な が っ て 村 が で き あ が り 、 現 在 ま で 継 続 し て き た も の と 思 わ れ ま す 。 成 り 立 ち

が 古 い 村 ほ ど 災 害 の リ ス ク が 少 な い 良 好 な 環 境 を 選 地 で き た た め 、 継 続 性 が 高 か っ た と み ら れ

ま す 。

　 比 較 的 新 し い 集 落 で 商 業 や モ ノ づ く り の 職 人 が 集 住 す る 町 場 は 、 古 代 の 終 わ り く ら い か ら 急

速 に 発 達 し た 砂 丘 の 上 に で き る 事 例 が 全 国 的 に 多 く あ り ま す 。 市 域 で は 三 田 尻 や 富 海 の 町 場 が

相 当 し ま す 。 砂 丘 は 砂 地 で 水 は け が よ く 、 高 燥 な 環 境 が 住 居 空 間 に 適 し て い ま し た が 、 崩 れ や

す い と い う 短 所 を 補 う た め 、 石 積 み 等 で 擁 壁 を つ く り 、 排 水 路 を 確 保 す る 等 の 土 木 工 事 を お こ

な う 必 要 が あ り ま し た 。 自 然 環 境 が 遷 移 す る 動 き の な か で 、 居 住 地 域 を 砂 の 上 に 求 め た の は 、

各 地 域 の 風 土 に お い て 農 業 生 産 地 域 を 最 優 先 と し て き た 先 人 た ち の 判 断 の 成 果 と い え ま す 。
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図 1 0 1 　 砂 の 上 の 町 (  富 海 )

図 1 0 0 　 丘 の 上 の 村 (  小 俣 )



３ ． 交 通 の 要 衝 地

（ １ ） 筑 紫 と 出 雲 を つ な ぐ 交 通 路

　 市 域 に は 弥 生 時 代 の 政 治 的 な 緊 張 時 期 に 周 辺 監 視 や 防 御 機 能 を 重 視 す る た め に つ く ら れ た と

さ れ る 弥 生 時 代 中 期 の 高 地 性 集 落 が ３ ヶ 所 で 見 つ か っ て い ま す 。 い ず れ も 佐 波 川 に 沿 っ た 交 通

線 を 意 識 し た 立 地 に あ り ま す 。 弥 生 時 代 後 期 に な る と 下 右 田 遺 跡 が 規 模 の 大 き な 拠 点 集 落 と し

て 機 能 す る よ う に な り ま す 。 佐 波 川 右 岸 の 右 田 ヶ 岳 南 麓 に ひ ろ が る 平 坦 地 に あ り 、 や は り 佐 波

川 に 沿 っ た 陸 路 を お さ え る 要 所 に 立 地 し ま す 。

　 古 墳 時 代 に な っ て 市 域 で 古 墳 が 築 造 さ れ る 順 序 に 着 目 す る と 、 最 も 古 い 古 墳 で あ る 黒 山 １ 号

墳 が ５ 世 紀 末 に 当 時 は 島 だ っ た 黒 山 に 、 ６ 世 紀 初 め に 岩 淵 古 墳 が 大 道 岩 淵 の 段 丘 上 に 築 か れ ま

す が 、 や は り 佐 波 川 両 岸 の 河 口 付 近 が 先 行 し ま す 。 古 墳 は 当 時 の 有 力 者 の 埋 葬 施 設 で あ っ た の

と 同 時 に 交 通 線 上 の 目 標 物 と し て の 役 割 が あ っ た と さ れ て い ま す 。 海 上 交 通 で は 遠 方 か ら は 高

く て 目 立 つ 形 の 山 や 島 を 目 標 に 定 め て 航 海 し (  山 あ て ・ 島 あ て ) 、 沿 岸 が 視 準 で き る 距 離 に な っ

た ら 、 古 墳 の 位 置 が 寄 港 や 着 岸 で き る 地 点 の 目 標 物 に な る と い う 具 合 で す 。

　 佐 波 川 に 沿 う 方 向 性 と 『 日 本 書 紀 』 等 の 古 代 史 料 に 豊 前 (  現 在 の 大 分 県 北 部 )  と の 海 上 交 通

路 と し て 結 び つ き が 強 い こ と が う か が え る 記 述 が あ る こ と か ら 、 防 府 が 大 き く 関 わ る 図 1 0 3  の

よ う な 広 域 に 展 開 す る 交 通 線 が 想 定 で き ま す 。 海 路 よ り 安 全 な 陸 路 を 使 っ て 、 日 本 海 と 瀬 戸 内

海 お よ び 玄 界 灘 に 至 る ま で の 要 所 を つ な ぐ 最 短 ル ー ト で す 。 現 在 の 市 町 名 で 言 え ば 、 日 本 海 側

の 益 田 市 か ら 津 和 野 町 へ 、 山 口 市 徳 佐 を 経 由 し て 佐 波 川 に 沿 っ て 防 府 市 に 辿 り 着 き ま す 。 防 府

市 か ら 船 で 行 橋 市 に 向 か い 、 飯 塚 市 を 経 由 し て 太 宰 府 市 ま で つ な が り ま す 。 さ ら に 北 方 を 目 指

せ ば 福 岡 市 ま で 行 け て 、 そ こ か ら は 朝 鮮 半 島 ま で の コ ー ス に つ な が る こ と も で き る の で す 。

　 こ の 時 代 の 有 力 な 地 域 勢 力 を 勘 案 す る と 、 九 州 の 筑 紫 と 日 本 海 側 の 出 雲 の 間 を つ な ぐ 交 通 上

の 重 要 地 点 に 防 府 が 位 置 す る こ と に な り ま す 。
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図 1 0 2 　 佐 波 川 の 交 通 線 に あ る 弥 生 ・ 古 墳 時 代 の 遺 跡

3 0 0 02 0 0 01 0 0 001 0 0 0 m
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図 1 0 3 　 筑 紫 と 出 雲 を つ な ぐ 交 通 路 と 防 府

図 1 0 4 　 車 塚 古 墳 と 同 時 期 の 西 日 本 の 主 な 前 方 後 円 墳
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（ ２ ） 畿 内 政 権 と 九 州 を つ な ぐ 防 府

　 お よ そ 3 5 0  年 続 い た 古 墳 時 代 で す が 、 2 5 0  年 程 経 っ た ６ 世 紀 前 半 に な っ て 、 そ れ ま で 際 立 っ

た 古 墳 が 築 か れ な か っ た 防 府 の 地 に 、 同 時 期 に 近 隣 地 域 で は み ら れ な い 程 の 卓 越 し た 規 模 ・ 内

容 を 持 つ 古 墳 が 連 続 し て 築 か れ る よ う に な り ま す 。 防 府 の 大 型 古 墳 は 消 滅 し た 古 墳 を 含 め る と 、

墳 丘 ・ 内 部 施 設 の 規 模 の 大 き さ や 出 土 資 料 ・ 伝 わ る 記 録 の 内 容 か ら 、 表 ９ の よ う な 変 遷 を た ど

る と 考 え て い ま す 。

　 ま ず 、 こ れ ら の 大 型 古 墳 に 関 わ る と み ら れ る 歴 史 的 事 象 を 追 う と 次 の よ う に な り ま す 。

① 筑 紫 君 磐 井 の 乱

　 畿 内 政 権 が 、 九 州 の 有 力 豪 族 が 差 配 す る 地 域 に 直 接 介 入 す る よ う に な っ た 契 機 は 、 5 2 7  年 に

起 こ っ た 筑 紫 君 磐 井 の 乱 と い わ れ て い ま す 。 こ の 乱 は 直 接 的 に は 両 勢 力 の 朝 鮮 半 島 政 策 の 対 立

が 背 景 に あ り 、 畿 内 の 政 権 中 枢 を 握 る 物 部 麁
あ ら か び

鹿 火 と 大 伴 金 村 が 自 ら 筑 紫 に 入 り 磐 井 を 討 っ て 乱

を お さ め ま す 。 こ の 乱 の 戦 後 処 理 策 で 北 九 州 各 地 の 要 所 に 屯 倉 (  み や け － 畿 内 政 権 の 直 轄 地 )

を 配 置 し て 物 部 氏 が 主 体 と な っ て 周 辺 地 域 の 民 衆 を 直 接 統 率 す る よ う に な り ま す 。 防 府 の 三 田

尻 の 「 三 田 (  み た ) 」 は 屯 倉 に 属 す る 「 御 田 (  み た ) 」 を 地 名 の 起 源 と す る 説 が 古 く か ら あ り

ま す が 、 こ の 時 代 の 屯 倉 を 設 置 し た 動 き と 連 動 す る 可 能 性 も 考 え ら れ ま す 。

② 厩 戸 王 子 (  聖 徳 太 子 )  一 族 と の 関 わ り

　 大 伴 金 村 が 朝 鮮 半 島 政 策 の 失 敗 で 失 脚 し 、 5 8 7  年 に 物 部 守 屋 (  麁 鹿 火 の 孫 )  が 蘇 我 馬 子 に 討

た れ 、 5 9 2  年 に 朝 鮮 半 島 情 勢 に 対 応 し て 畿 内 政 権 に よ る 筑 紫 出 兵 が あ り ま し た 。 こ れ ら の 出 来

事 を 契 機 に 蘇 我 氏 を 中 心 と し た 畿 内 政 権 は 物 部 氏 か ら 九 州 の 支 配 権 を 奪 う こ と に な り ま す 。 実

質 的 に は 蘇 我 氏 と 結 び 物 部 守 屋 討 伐 に 功 績 が あ っ た 厩 戸 王 子 (  聖 徳 太 子 )  一 族 が 物 部 氏 に 代

わ っ て 北 九 州 の 屯 倉 周 辺 を 支 配 域 と す る よ う に な り ま す 。 そ し て 6 0 2  年 に 厩 戸 王 子 の 同 母 弟 で

あ る 来 目 王 子 が 撃 新 羅 将 軍 と し て 筑 紫 に 派 遣 さ れ る こ と に な り ま す 。

　 こ こ ま で の 北 九 州 ・ 朝 鮮 半 島 を め ぐ る 動 き の 中 で 防 府 (  佐 波 ・ 沙 婆 ・ 三 田 尻 )  の 地 は 畿 内 政

権 か ら み て 陸 続 き に あ る 本 州 で 、 渡 海 前 に 最 終 準 備 が で き る 港 と し て 重 要 視 さ れ た も の と み ら

れ ま す 。 来 目 王 子 が 病 に か か り 6 0 3  年 に 没 す る と 、 筑 紫 か ら 引 き 返 し て 沙 婆 (  佐 波 )  で 殯 (  も

が り )  が お こ な わ れ た こ と が 『 日 本 書 紀 』 に 記 さ れ て い ま す 。 こ れ も 防 府 の 地 が 筑 紫 と 畿 内 の

関 係 性 に お け る 畿 内 側 の 位 置 づ け を 知 る こ と が で き る 歴 史 的 な 事 象 と い え ま す 。 こ の 殯 の た め

に 畿 内 か ら 派 遣 さ れ る の が 、 土 師 連 猪 手 で あ り 、 そ の た め 猪 手 の 子 孫 は 娑
さ ば の む ら じ

婆 連 を 名 乗 る こ と に

な り ま す 。 筑 紫 で 王 族 に よ る 基 盤 が 固 め ら れ た と こ ろ で 、 6 0 7  年 小 野 妹 子 を 遣 隋 使 に 派 遣 し 、

翌 6 0 8  年 に 隋 使 の 裴
は い せ い せ い

世 清 が 率 い る 大 船 団 を 伴 い 帰 国 す る こ と に な り ま す 。 当 時 の 状 況 か ら み て 、

そ の 際 も 関 門 海 峡 か ら 難 波 (  大 阪 )  ま で の 瀬 戸 内 海 航 路 を 往 復 す る 行 程 で 、 防 府 の 港 が 関 与 し

た 可 能 性 が あ り ま す 。

③ 蘇 我 氏 の 勢 力

　 6 4 3  年 に な る と 厩 戸 王 子 の 子 山 背 大 兄 王 子 と そ の 一 族 が 蘇 我 入 鹿 に よ っ て 殺 さ れ 、 厩 戸 王 子

の 系 譜 の 王 族 が 滅 亡 し ま す 。 こ れ に よ り 筑 紫 は 別 系 統 の 王 族 の 支 配 と な り 、 防 府 (  沙 婆 )  の 地

は 山 背 大 兄 王 子 を 攻 め た 際 に 戦 死 し た 土 師 連 猪 手 の 功 績 か ら 、 土 師 氏 の 支 配 が 確 立 し た と み ら

れ ま す 。 (  大 日 古 墳 を 土 師 連 猪 手 の 墳 墓 と み る 説 も あ り ま す 。 )  土 師 氏 は 、 墳 墓 の 築 造 や 葬 送
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表 ９ 　 防 府 市 所 在 の 代 表 的 な 古 墳 の 築 造 推 移

　 　 　 　 　 年 代
名 称 　 　 　 　

5 0 0 5 5 0 6 0 0 6 5 0

黒 山 １ 号 墳

岩 淵 古 墳

桑 山 塔 ノ 尾 古 墳

車 塚 古 墳

天 神 山 古 墳

片 山 古 墳

鋳 物 師 大 師 塚 古 墳

岩 畠 古 墳

大 日 古 墳
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図 1 0 5 　 防 府 市 の 大 型 古 墳 位 置 図
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儀 礼 を 催 行 し て き た 一 族 で 、 従 前 か ら 筑 紫 を め ぐ る 時 勢 に 絡 ん で 盤 居 し て 娑 婆 連 と な り 、 蘇 我

氏 と 結 ん で 表 舞 台 に あ ら わ れ た と み ま す 。 こ の 時 代 以 降 も 有 力 豪 族 と し て 防 府 の 地 に 根 付 い た

土 師 氏 は 、 菅 原 氏 の 本 家 筋 に あ た る こ と か ら 、 8 9 4  年 に お き た 菅 原 道 真 の 大 宰 府 下 向 に 尽 力 し

た 謂 れ に つ な が る 物 語 に な り ま す 。

　 6 4 5  年 に 蘇 我 氏 の 本 宗 家 が 滅 亡 す る こ と で 、 筑 紫 を め ぐ る 蘇 我 氏 の 支 配 が 、 い わ ゆ る 大 化 改

新 後 の 政 策 に 結 び つ い た 王 族 を 中 心 と す る 体 制 に 切 り 替 わ る よ う に な り ま す 。

④ 九 州 と 畿 内 の 様 相 を 伝 え る 防 府 の 大 型 古 墳

　 『 日 本 書 紀 』 等 に 記 さ れ た 政 情 と ６ ～ ７ 世 紀 の 時 代 に 防 府 に 築 か れ た 大 型 古 墳 の 情 報 を 合 わ

せ る と 、 畿 内 政 権 が 筑 紫 を め ぐ っ て 動 い た 歴 史 に 絡 む も の と し て 捉 え ら れ ま す 。

　 車 塚 古 墳 の 墳 形 は 継 体 天 皇 の 陵 墓 と 目 さ れ る 今 城 塚 古 墳 (  大 阪 ・ 高 槻 市 )  の 縮 小 版 と い え る

ほ ど よ く 似 て い て 同 時 代 の 築 造 と み ら れ ま す 。 筑 紫 君 磐 井 の 乱 は 継 体 天 皇 の 時 代 に 起 こ っ て お

り 、 関 連 す る と み る 車 塚 古 墳 の 年 代 と 符 合 し ま す 。 内 部 の 横 穴 式 石 室 は 前 室 が あ る 九 州 系 の 構

造 で 築 造 に あ た っ て の 技 術 的 な 基 盤 が 九 州 に あ っ た こ と を 知 る こ と が で き ま す 。

　 一 方 で 古 墳 を 築 造 す る こ と が 終 焉 を む か え る 時 代 に あ た る 大 日 古 墳 は 、 石 室 の 構 造 が 岩 屋 山

古 墳 (  奈 良 ・ 明 日 香 村 )  に よ く 似 て い て 、 竜 山 石 (  兵 庫 ・ 高 砂 市 で 産 出 )  で つ く ら れ た 家 形 石

棺 が 置 か れ て い ま す 。 畿 内 の 蘇 我 氏 を 中 心 と し た 有 力 豪 族 と の 関 わ り が 極 め て 強 い 古 墳 の 構 成

と い え ま す 。 市 域 の 環 境 で 、 石 室 に 使 わ れ る 石 材 が 変 成 岩 と 花 崗 岩 が 混 在 す る 時 期 か ら 割 り 出

し た 巨 大 な 花 崗 岩 の み で 構 成 さ れ る よ う に な る こ と が 畿 内 の 技 術 を 採 用 し て い く 過 程 と 時 代 の

進 展 を 表 わ し て い ま す 。 当 初 九 州 系 の 技 術 を 採 り 入 れ 、 畿 内 と の 結 び つ き が 強 く な っ て い く 様

子 が 古 墳 の 変 遷 か ら 読 み と れ ま す 。
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図 1 0 6 　 岩 畠 古 墳 　[  九 州 系 の 横 穴 式 石 室 ] 図 1 0 7 　 大 日 古 墳 　[  畿 内 系 の 横 穴 式 石 室 ]



⑤ 畿 内 と 筑 紫 を 結 ぶ 海 上 ル ー ト

　 海 岸 か ら 近 い 古 墳 は 海 上 交 通 の 目 標 と な り 、 多 く は 港 か ら 見 え る 場 所 に 築 造 さ れ て い ま す 。

大 型 古 墳 が 最 初 期 に 築 造 さ れ た 場 所 が 三 田 尻 と 松 崎 を 結 ぶ 線 に あ る こ と か ら 、 畿 内 政 権 と 関 わ

る 時 代 に な っ て か ら 、 拠 点 地 と し て の 港 の 位 置 が 佐 波 川 に 沿 う 地 域 か ら 、 主 体 が 三 田 尻 や 国 衙

地 域 に 移 行 し た と み ら れ ま す 。 航 海 の 帰 着 点 は 畿 内 政 権 が あ る 瀬 戸 内 海 の 東 方 に あ り 、 そ こ を

目 指 し た こ と 考 え る と 、 寄 港 地 を 東 の 湾 内 (  勝 間 浦 )  に 求 め た 理 由 が わ か り ま す 。 図 1 0 8  に 現

在 の 防 府 を 中 心 に 、 想 定 さ れ る 古 代 の 航 路 と 主 要 な 港 を 表 わ し ま し た 。 お よ そ 等 間 隔 で 配 置 さ

れ た 港 が １ 日 に 進 む 目 標 距 離 で 、 防 府 の 地 は 沿 岸 航 路 の 重 要 な 位 置 を 占 め て い た も の と 想 定 し

ま す 。 多 島 海 と 灘 が 接 す る 防 府 の 地 は 、 航 法 の 判 断 要 素 の 切 り 替 え の 準 備 に 停 泊 し な け れ ば な

ら な い と い う 地 理 的 な 要 素 も 加 わ り ま す 。 ま た 、 こ の 頃 に は 豊 後 水 道 か ら 国 東 半 島 沖 の 強 い 潮

流 を 航 海 に 利 用 し た と み ら れ 、 防 府 か ら み て 瀬 戸 内 海 の 対 岸 に あ る 国 崎 津 ・ 分 間 津 ・ 草 野 津 と

の 連 絡 や 交 流 が 政 治 的 な 要 素 に よ り 一 層 深 ま っ た と み ら れ ま す 。 そ し て 図 1 0 8  の 草 野 津 (  行 橋

市 )  か ら 那 津 ・ 博 多 津 (  福 岡 市 )  ま で の 陸 上 交 通 路 も 行 政 的 な 拠 点 施 設 の 建 設 と 合 わ せ て 、 よ

り 重 要 視 さ れ て 整 備 が 強 化 さ れ ま し た 。

　 筑 紫 君 磐 井 の 乱 を 契 機 に 瀬 戸 内 海 航 路 が 開 け 、 隋 ・ 唐 や 新 羅 と い っ た 諸 外 国 の 船 団 が 直 接 乗

り 込 ん で く る 国 際 航 路 と し て も 利 用 さ れ る よ う に な り ま し た 。 交 通 の 要 衝 に あ り 、 蓄 積 し た 海

事 技 術 を 使 っ て 国 内 ・ 対 外 的 な 動 向 に 関 与 し な が ら 発 展 し て き た 防 府 の 文 化 史 を 語 る う え で 欠

か せ な い 重 要 な 要 素 が 大 型 古 墳 か ら 見 え て き ま す 。
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（ ３ ） 情 報 を つ な ぐ 交 通 基 点  ―  地 方 行 政 の 中 核 地  ―

① 激 動 の 時 代 に 東 ア ジ ア と つ な が っ た 防 府

　 ７ 世 紀 の 東 ア ジ ア は 中 国 で 隋 ・ 唐 の 統 一 国 家 が 強 大 化 す る 情 勢 に あ っ て 、 そ の 政 治 的 な 圧 力

に よ り 朝 鮮 半 島 の 高 句 麗 ・ 百 済 ・ 新 羅 の 三 国 が 存 亡 を か け て 抗 争 を 繰 り 返 す 激 動 の 時 代 で し た 。

滅 亡 し た 百 済 の 復 興 支 援 に 加 担 し た 倭 国 は 、 6 6 3  年 に 朝 鮮 半 島 へ 出 兵 し ま し た が 、 唐 ・ 新 羅 の

連 合 軍 に 惨 敗 し (  白 村 江 の 戦 い ) 、 否 応 な く 激 動 の 渦 に 巻 き 込 ま れ ま し た 。 こ う し た 厳 し い 国

際 情 勢 に 対 応 し て 、 国 号 は 「 倭 」 国 か ら 「 日 本 」 国 へ 、 君 主 号 は 「 大 王 」 か ら 「 天 皇 」 に 更 新

さ れ 、 律 令 体 制 の 導 入 を は か る 等 、 国 家 と し て の 体 裁 を 本 格 的 に 整 え る よ う に な り ま す 。 周 防

国 府 跡 や 周 辺 の 遺 跡 か ら は ７ 世 紀 代 の 官 衙 遺 構 が 検 出 さ れ 、 朝 鮮 半 島 系 の 技 術 と 関 係 が あ る 土

器 ・ 瓦 ・ 仏 像 も 出 土 し て い ま す 。 交 通 の 要 衝 で あ る 防 府 の 地 が 、 こ の 時 代 の 東 ア ジ ア の 歴 史 的

潮 流 と 深 く 関 わ っ た こ と が わ か り ま す 。

② 律 令 体 制 の 中 核 組 織 「 国 府 」 の 設 置

　 奈 良 時 代 (  ８ 世 紀 )  は 律 令 体 制 が 大 成 し た 時 代 と い わ れ て い ま す 。 古 代 日 本 の 律 令 体 制 は 、

先 進 大 国 「 唐 」 の 「 律 令 」 と 呼 ば れ る 法 令 に 則 っ て お こ な わ れ る 行 政 シ ス テ ム に 倣 い 、 急 速 に

採 り 入 れ て 実 践 し た も の で す 。 ま た 誕 生 し た ば か り の 「 日 本 」 が 東 ア ジ ア 情 勢 と 向 き 合 う た め

に 、 地 方 に あ っ た 生 産 ・ 経 済 ・ 軍 事 な ど の あ ら ゆ る 技 術 力 を 徐 々 に 中 央 に 集 め よ う と し た 動 き

が こ の 時 代 の 政 治 史 か ら 読 み と れ ま す 。 こ う し た 体 制 づ く り の 根 幹 を な し た の が 「 役 人 の 体 系
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図 1 0 9 　 古 代 律 令 国 家 の 行 政 文 書 の 伝 達 シ ス テ ム (  山 陽 道 )
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化 」 と こ の 国 に 住 む 人 々 の 「 公 民 化 」 で す 。 「 戸 籍 」 を つ く り 、 住 民 の ひ と り ひ と り に 氏 名 が

つ き 、 年 齢 と 課 税 の 大 別 が 基 本 台 帳 と し て 記 録 さ れ ま し た 。 こ の 基 本 デ ー タ を 作 成 し 、 運 用 し

た の が 当 時 の 役 人 た ち で し た 。 そ し て 地 方 と 中 央 が 整 備 さ れ た 交 通 網 で 結 ば れ 、 国 内 の 隅 々 ま

で 「 文 書 」 で 情 報 を 正 確 に 迅 速 に 伝 え る シ ス テ ム が 確 立 し ま し た [  図 1 0 9 ] 。 こ の 時 、 防 府 の

地 は 古 来 の 海 上 交 通 と 新 し く 整 備 さ れ た 律 令 国 家 の 大 動 脈 と も い え る 「 山 陽 道 」 の 結 節 地 点 と

位 置 づ け ら れ た の で す 。 そ の 交 通 基 点 と し て の 優 れ た 利 便 性 が 、 多 く の 役 人 た ち が 集 う 「 周 防

国 府 」 の 中 枢 施 設 (  国 府 政 庁 と 周 辺 の 役 所 群 )  が 建 設 さ れ た 大 き な 理 由 と い え ま す 。 国 府 を 継

承 す る 都 市 「 防 府 」 の 始 ま り は 、 律 令 国 家 「 日 本 」 の 始 ま り と 時 を 同 じ く し て 、 そ こ で お こ な

わ れ た 交 通 網 整 備 政 策 等 の 国 家 総 が か り 事 業 を 担 う こ と に あ り ま し た 。

③ 古 代 の 地 方 行 政 シ ス テ ム の 定 着

　 7 0 1  年 の 大 宝 律 令 の 施 行 は 古 代 の 地 方 行 政 シ ス テ ム が 定 着 し て い く 過 程 に お い て 大 き な 契 機

で あ っ た こ と が う か が え ま す 。 周 防 国 も こ の 時 に 「 周 芳 」 か ら 「 周 防 」 へ 表 記 が 定 ま っ た よ う

で す 。 ま た 地 方 行 政 区 と し て 、 国 (  ク ニ )  の 下 部 に あ る コ オ リ は 「 評 」 → 「 郡 」 へ 、 サ ト も 大

局 的 に 見 れ ば 、 「 里 」 → 「 郷 」 へ と 変 遷 し ま す が 、 文 字 が 変 わ っ た だ け で な く 、 地 方 体 制 に 対

し て 中 央 の 権 限 が 強 化 ・ 浸 透 し た こ と を 示 す と い わ れ て い ま す 。 整 備 さ れ た 交 通 網 は 、 出 身 地

に 課 せ ら れ た 税 を 携 え た 人 々 の 移 動 を 促 進 し ま し た 。 望 郷 の 念 を 帯 び る 「 ふ る さ と 」 と い う 語

意 の 原 形 が 、 数 知 れ な い 行 き 交 う 人 々 に よ っ て つ く り 出 さ れ た 時 代 で も あ り ま し た 。
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図 1 1 0 　 山 陽 道 と 行 政 区 分
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◈  景 行 天 皇 1 2 年   天 皇 は 筑 紫 に 赴 く た め 西 下 し 、 周 芳 沙 麼 に 至 り 、(  中 略 )  や が て 筑 紫 に 赴 い て 平 定 す る  

　 　 　 　 　 　 　   〈 日 本 書 紀 ・ 豊 後 国 風 土 記 〉

◈  仲 哀 天 皇 ８ 年   天 皇 筑 紫 へ 行 幸 、 筑 前 岡 県 主 の 祖 熊 鰐 は 天 皇 の 西 下 を 伝 え 聞 き 周 芳 沙 麼 の 浦 に 参 り  

　 　 　 　 　 　 　   迎 え 、 魚 塩 の 地 を 献 じ た 〈 日 本 書 紀 〉

◈  5 2 7  年   筑 紫 君 磐 井 の 乱 〈 日 本 書 紀 〉

◈  6 0 3  年   撃 新 羅 将 軍 来 目 皇 子 が 筑 紫 で 亡 く な り 、 土 師 連 猪 手 を 遣 わ し て 、 周 芳 の 娑 婆 で 殯 を お こ な  

　 　 　 　  う 〈 日 本 書 紀 〉

◈  6 0 7  年   小 野 妹 子 を 遣 隋 使 に 派 遣 〈 日 本 書 紀 〉

◈  6 0 8  年   小 野 妹 子 、 隋 使 の 裴 世 清 を 伴 い 帰 国 〈 日 本 書 紀 〉

◈  6 6 3  年   白 村 江 の 戦

◈  6 6 4  年   唐 使 郭 務 悰 が 渡 来

◈  7 0 0  年   周 防 国 に 船 を 造 ら し め る 〈 続 日 本 紀 〉

◈  7 0 1  年   遣 唐 使 を 派 遣 〈 続 日 本 紀 〉

◈  7 3 6  年   遣 新 羅 使 船 が 佐 婆 海 を 航 行 中 逆 風 に 遭 い 、 豊 前 国 に 漂 着 す る 〈 万 葉 集 〉

◈  8 0 7  年   山 陽 道 諸 国 の 新 任 国 司 は 海 路 で 赴 任 せ し め る 〈 類 聚 三 代 格 〉

◈  9 0 1  年   菅 原 道 真 大 宰 府 に 下 向 す る 途 中 で 佐 波 郡 勝 間 駅 に 宿 す る 〈 周 防 府 松 崎 天 神 鎮 座 考 下 巻 〉

◈  9 4 0  年   藤 原 純 友 の 乱 〈 日 本 紀 略 〉

◈  9 7 4  年   清 原 元 輔 、 周 防 守 に 赴 任 す る 〈 親 信 卿 記 〉

　 　 　 　  (  こ の 時 1 0  歳 足 ら ず と 想 定 さ れ る 清 少 納 言 は 父 の 周 防 赴 任 に 随 行 し た 可 能 性 あ り )

　 　 　 　 　 　 「 思 い 出 で よ 千 代 の 子 の 日 の 春 ご と に 　 勝 間 の 浦 の 岸 の 姫 松 」 　 〈 元 輔 集 〉

４ ． 日 本 の 歴 史 舞 台 と な っ た 防 府 の 海

　 前 項 で 防 府 の 地 は 、 陸 路 に お い て は 佐 波 川 流 域 が 中 国 山 地 の 分 水 嶺 を 越 え て 瀬 戸 内 海 側 と 日

本 海 側 の 各 地 域 を 結 ぶ 短 絡 路 と し て 利 用 価 値 が 高 か っ た こ と 、 海 路 で は 瀬 戸 と 灘 の 航 法 の 切 り

替 え に 利 用 さ れ る 要 港 で あ っ た こ と で 陸 路 と 海 路 が 交 わ っ て 要 衝 と な る 地 理 的 要 件 に か な い 、

地 政 学 的 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て き た こ と に つ い て 触 れ ま し た 。 た だ 、 こ う し た 広 域 圏 の 視 野

か ら み た 交 通 要 衝 の 役 割 は 、 こ れ ま で み て き た 「 周 防 国 府 」 の 成 り 立 ち に 至 る ま で の 時 代 に 限 っ

た こ と で は あ り ま せ ん 。 中 世 以 降 も 、 国 府 が 設 立 さ れ た こ と を 契 機 に 蓄 積 さ れ た 海 事 技 術 の 体

系 (  船 ・ 港 、 造 船 ・ 操 船 等 の 総 合 的 な 技 術 )  が 備 わ っ た 防 府 の 地 は 、 政 治 ・ 経 済 ・ 軍 事 的 に 考

慮 す べ き 拠 点 と し て 長 期 に わ た り 歴 史 的 に 影 響 を 及 ぼ す こ と に な り ま し た 。 防 府 に 関 わ る 歴 史

時 代 の 史 料 か ら 防 府 周 辺 の 瀬 戸 内 海 が 舞 台 と な る 記 述 や 海 事 技 術 の 存 在 を う か が え る 事 象 で 、

古 代 か ら 近 代 ま で の 主 な も の を 時 系 列 に 沿 っ て 以 下 の と お り 挙 げ る と 、 こ の 海 域 で 起 こ っ た 数

多 く の 出 来 事 が 、 結 果 と し て 日 本 全 体 の 歴 史 的 に 重 要 な 動 き に つ な が っ て 作 用 し た こ と を 知 る

こ と が で き ま す 。
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◈ 1 1 8 5  年   周 防 国 船 奉 行 船 所 五 郎 正 利 が 兵 船 数 十 堰 艘 を 源 義 経 に 献 じ る 〈 吾 妻 鏡 〉

◈ 1 3 8 9  年   将 軍 足 利 義 満 が 厳 島 に 参 詣 し 、 さ ら に 九 州 に 赴 く た め に 三 田 尻 の 松 原 に 着 き 、 大 内 義 弘 が  

　 　 　 　  建 て た 御 所 に 入 る 。 そ の 後 は 強 風 に 遭 い 船 が 進 ま ず 、 九 州 行 き を あ き ら め て 帰 京 す る  

　 　 　 　  〈 鹿 苑 院 西 国 下 向 記 〉

◈ 1 4 9 8  年   右 田 弘 量 ら 豊 後 国 青 内 山 で 戦 っ て 、 弘 量 が 戦 死 す る 〈 大 内 氏 実 録 〉

◈ 1 5 0 7  年   大 内 義 興 が 足 利 義 尹 を 擁 し て 上 京 す べ く 、 防 府 で 兵 船 を 召 集 す る 〈 建 咲 院 文 書 〉

◈ 1 5 4 1  年   大 内 氏 勘 合 船 の 使 節 策 彦 周 良 、 厳 島 参 詣 の 帰 途 に 防 府 に 寄 港 す る 〈 策 彦 入 明 記 〉

◈ 1 5 6 1  年   毛 利 隆 元 、 防 府 に 陣 を 進 め 、 九 州 大 友 氏 攻 略 の 指 揮 を と る 〈 新 裁 軍 記 、 毛 利 三 代 実 録 〉

◈ 1 5 8 7  年   細 川 幽 斎 が 九 州 か ら 難 波 へ の 帰 途 に 松 崎 天 神 に 参 詣 し 、 田 島 よ り 上 関 に 向 う 〈 九 州 道 の 記 〉

◈ 1 5 9 6  年   朝 鮮 の 使 節 黄 慎 、 帰 国 の 途 中 に 天 神 浦 に 停 泊 す る 〈 東 槎 録 〉

◈ 1 5 9 7  年   豊 臣 秀 吉 、 毛 利 輝 元 に 命 じ 朝 鮮 か ら の 伝 令 の た め に 、 鞆 ・ 蒲 刈 ・ 大 畠 ・ 天 神 国 府 ・ 下 関 の  

　 　 　 　  ５ か 所 に 早 船 ２ 艘 、 馬 ２ 匹 を 備 え さ せ る 〈 毛 利 家 文 書 〉

◈ 1 6 0 6  年   塩 浜 改 め が あ り 、 防 長 両 国 以 外 で の 塩 の 買 い 付 け が 禁 止 と な る 〈 兄 部 家 文 書 〉

◈ 1 6 1 1  年   村 上 元 武 ・ 粟 屋 元 時 を 水 軍 ２ 隊 の 長 と し て 三 田 尻 に 住 ま わ せ る 〈 毛 利 三 代 実 録 〉

◈ 1 6 1 4  年   毛 利 輝 元 、 大 坂 出 陣 の た め 船 の 総 動 員 体 制 を 敷 き 、 三 田 尻 で 統 率 さ せ る 〈 譜 録 …井 上 孫 六 景 光 〉

◈ 1 6 1 5  年   毛 利 秀 就 、 大 坂 出 陣 の た め 兵 船 を 三 田 尻 か ら 出 発 さ せ る 〈 閥 閲 録 、 毛 利 三 代 実 録 〉

◈ 1 6 3 0  年   三 田 尻 に 藩 の 水 軍 本 拠 地 を 築 く た め の 幕 府 の 許 可 を 得 る 〈 益 田 頼 母 家 譜 〉

◈ 1 6 5 7  年   三 田 尻 御 船 通 船 の た め 堀 を 開 削 す る 〈 三 田 尻 諸 御 船 御 作 立 一 件 〉

◈ 1 6 9 0  年   三 田 尻 大 開 作 が 始 ま り 、 江 波 船 1 3 4  隻 で 沖 土 手 用 の 石 を 運 ぶ 〈 毛 利 十 一 代 史 〉

◈ 1 7 1 1  年   朝 鮮 通 信 使 、 三 田 尻 沖 に 到 着 〈 玉 祖 明 神 御 縁 記 〉

◈ 1 7 1 9  年   朝 鮮 通 信 使 、 田 島 西 泊 に 到 着 〈 玉 祖 明 神 御 縁 記 〉

◈ 1 7 3 9  年   三 田 尻 官 船 鴻 鵠 丸 に 大 砲 を 設 備 す る 〈 当 職 所 日 記 〉

◈ 1 7 4 9  年   朝 鮮 通 信 使 、 小 泊 に 到 着 し 、 大 小 の 御 用 船 1 0 9  艘 、 浦 々 か ら 3 4 6  艘 が 出 没 す る 〈 玉 祖 明 神 御 縁 記 〉

◈ 1 7 7 6  年   三 田 尻 塩 の 山 陰 ・ 北 陸 へ の 販 路 が 開 け 、 1 7  万 石 を 積 み だ す よ う に な る 〈 製 塩 并 ニ 貿 易 ニ 関 す る …

　 　 　 　  沿 革 調 査 〉

◈ 1 7 9 1  年   三 田 尻 の 官 船 1 0 0  隻 の 新 造 、 老 船 の 修 理 が 終 わ る 〈 毛 利 十 一 代 史 〉

◈ 1 8 3 2  年   三 田 尻 の 御 用 船 1 2 0 0  石 の 米 穀 を 積 ん で 東 上 中 に 紀 州 沖 で 遭 難 す る 〈 草 舎 年 表 〉

◈ 1 8 4 1  年   富 海 浦 飛 船 業 者 が 6 0  人 を 超 え 「 飛 船 十 人 頭 」 「 年 行 司 当 番 」 の 役 職 を 設 置 す る 〈 川 口 家 文 書 〉
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◈ 1 8 6 3  年   三 田 尻 御 船 倉 を 海 軍 局 に 改 め る 〈 海 軍 局 及 海 軍 学 校 〉

◈ 1 8 6 6  年   英 国 キ ン グ 提 督 三 田 尻 に 来 訪 、 藩 主 毛 利 敬 親 ら と 会 見 す る 〈 柏 村 数 馬 日 記 ほ か 〉

◈ 1 8 6 7  年   討 幕 軍 、 三 田 尻 を 出 航 す る 〈 三 藩 連 合 東 上 一 件 ほ か 〉

◈ 1 8 8 5  年   明 治 天 皇 、 三 田 尻 問 屋 口 に 上 陸 、 山 口 に 向 う 〈 防 長 新 聞 〉

◈ 1 9 2 8  年   三 田 尻 沖 に 連 合 艦 隊 が 停 泊 し 、 一 般 の 観 覧 を 許 可 す る 〈 防 長 新 聞 〉

◈ 1 9 4 5  年   三 田 尻 沖 に 停 泊 の 第 二 艦 隊 、 沖 縄 に 出 撃

　 7 0 0  年 に 周 防 国 で 建 造 さ れ た 船 は 7 0 1  年 に 任 命 さ れ 、 7 0 2  年 に 渡 海 を 果 た し た 遣 唐 使 船 と さ

れ て い ま す 。 国 号 が 「 日 本 」 と な っ て 初 め て と な る 唐 へ の 使 節 を 乗 せ る た め に 建 造 さ れ た 船 で

し た 。 古 代 国 家 「 日 本 」 の 始 ま り に 関 与 し た こ と を 知 る 記 事 で す 。

　 1 1 8 5  年 (  寿 永 ４ 年 )  の 記 事 は 、 源 平 争 乱 の 時 代 に 、 海 路 で 周 防 大 島 津 ま で 進 出 し た 源 義 経

の さ ら な る 西 向 を 止 め て い た 平 家 方 の 船 所 五 郎 正 利 が 義 経 に 兵 船 数 十 艘 を 献 じ て 平 家 攻 め に 加

勢 し 、 ３ 日 後 の 壇 ノ 浦 の 戦 い で 平 家 滅 亡 に 追 い や っ た こ と に つ な が る 出 来 事 で す 。 船 所 の 形 勢

判 断 は 大 き な 戦 乱 を 収 拾 さ せ 、 日 本 の 中 世 の 時 代 の 始 ま り を 促 す も の と な り ま し た 。

　 1 6 1 5  年 (  慶 長 1 9  年 )  の 毛 利 家 出 陣 は 、 大 坂 夏 の 陣 に 応 じ た も の で 、 三 田 尻 が 本 領 地 の 兵
へ い た ん
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基 地 と な り ま し た 。 戦 乱 の 世 が 去 り 、 近 世 の 幕 藩 体 制 が 本 格 的 に 始 動 す る 象 徴 的 な 出 来 事 で し

た が 、 中 世 に 瀬 戸 内 海 の 広 範 を 差 配 し た 村 上 水 軍 の 海 事 技 術 が 、 毛 利 家 萩 藩 の 水 軍 と し て 本 拠

地 三 田 尻 に 導 入 さ れ る 契 機 と な り ま し た 。

　 1 8 6 3  年 (  文 久 ３ 年 )  に 萩 藩 水 軍 本 拠 地 の 三 田 尻 御 舟 倉 が 海 軍 局 に 改 め ら れ 、 西 洋 式 軍 艦 と

操 法 の 技 術 導 入 が 図 ら れ ま し た 。 1 8 6 7  年 に は 長 州 ・ 薩 摩 ・ 安 芸 の ３ 藩 の 艦 船 が 三 田 尻 に 集 結

し て 討 幕 軍 と し て 出 航 し ま し た 。 そ れ は 、 後 に 明 治 維 新 を 成 し 遂 げ る 戦 力 形 成 を 確 立 し た 活 動

と な っ た の で す 。 三 田 尻 に 整 備 さ れ 供 用 さ れ た 新 し い 技 術 は 、 近 代 「 日 本 」 の 幕 開 け と な る 機

会 に 基 盤 と な る 運 用 技 術 と し て 活 用 さ れ ま し た 。

　 1 9 4 5  年 ３ 月 、 制 空 権 を 握 っ た ア メ リ カ 軍 に よ っ て 主 要 な 軍 港 や 海 峡 が 機 雷 で 封 鎖 さ れ 、 内

海 航 行 中 で あ っ た 戦 艦 大 和 は 寄 港 先 が 定 ま ら ず 三 田 尻 沖 に 停 泊 す る こ と を 余 儀 な く さ れ ま し

た 。 航 行 が で き る 1 0  隻 で 第 二 艦 隊 が 編 成 さ れ 、 ４ 月 に 唯 一 海 路 が 開 い て い た 豊 後 水 道 を 南 下

し て 沖 縄 に 向 か っ て 突 入 し ま し た が 、 そ の 途 中 で 多 く は ア メ リ カ 軍 の 機 動 部 隊 の 攻 撃 に よ っ て

撃 沈 さ れ ま し た 。 太 平 洋 戦 争 の 終 わ り を 告 げ る 悲 愴 な 物 語 が 防 府 の 海 に 伝 わ り ま す 。

　 政 治 史 に 絡 め た 大 き な 記 事 は 争 乱 ・ 戦 争 に 関 わ る も の が 多 く な り ま す が 、 歴 史 に み る 政 治 体

制 の 切 り 替 わ り や 枠 組 み の 変 容 で 起 こ る 時 代 の 変 わ り 目 に 防 府 周 辺 域 の 瀬 戸 内 海 が 歴 史 舞 台 と

な り ま し た 。
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５ ． 防 府 市 の 歴 史 文 化 の 特 性 〈 ま と め 〉

　 こ れ ま で み て き た よ う に 、 現 況 の 防 府 市 街 地 を 形 づ く る 土 地 の 多 く は 佐 波 川 を 中 心 と し た 河

川 の 歴 年 の 堆 積 作 用 が も た ら し た も の で す 。 堆 積 作 用 に よ る 環 境 の 変 化 は そ の 度 合 い が 大 き く 、

防 府 市 の 歴 史 文 化 を 考 え る 際 に は 堆 積 の 過 程 を 念 頭 に 置 い て 考 察 す る 必 要 が あ り ま す 。 図 1 1 1

は 海 進 が 最 も 進 ん だ 縄 文 時 代 か ら 現 代 ま で の 時 間 軸 で 、 河 川 の 堆 積 作 用 (  黄 色 塗 り 部 分 )  の 進

展 を 背 景 に 、 各 時 代 の 行 政 中 核 施 設 ・ 主 な 集 落 ・ 市 ・ 寺 院 ・ 神 社 と 地 域 の 政 治 ・ 経 済 に 利 潤 を

も た ら し た 産 業 (  塩 づ く り ・ 金 属 加 工 )  の 位 置 を 俯 瞰 表 示 し た も の で す 。 想 定 さ れ る 山 陽 道 や

港 を 入 れ る と 広 域 を つ な ぐ 交 通 線 と 地 域 社 会 を 構 成 す る 各 要 素 が 密 接 に 絡 ん で い る 様 子 が わ か

り ま す 。 こ う し た 交 通 線 が も つ 社 会 的 な 価 値 を 基 軸 に 、 各 時 代 の 行 政 主 体 と 市 ・ 宿 ・ 寺 社 と い っ

た 要 素 で 形 成 し た 町 (  都 市 機 能 )  が 1 3 0 0  年 以 上 の 長 期 に わ た り 持 続 し た 全 国 的 に も 稀 な 都 市

と い え る で し ょ う 。 町 と 周 辺 の 村 も 含 め た 地 域 社 会 は 、 環 境 の 変 化 に も 対 応 し て 古 い 社 会 基 盤

を 更 新 し な が ら 維 持 し 、 新 し い 技 術 も 定 着 さ せ て き た 弛 ま な い 努 力 の 歴 史 を 垣 間 見 る こ と も で

き る の で す 。

　 防 府 市 の 文 化 財 を 通 し て 防 府 の 地 域 性 を 追 究 す る と 、 日 本 史 の 教 科 書 で 習 う よ う な 歴 史 的 な

事 象 に 行 き つ い た り 、 地 理 的 な 特 徴 が 浮 き 彫 り と な る 土 地 柄 で あ る こ と に 気 づ い た り し ま す 。

ま た 文 化 財 そ の も の の 素 材 や 形 態 が 現 在 の 市 ・ 県 域 を 超 え た 他 地 域 と の 共 通 性 を も っ て い る こ

と も 少 な く あ り ま せ ん 。 現 在 ま で 保 存 さ れ て き た 数 多 く の 文 化 財 か ら 、 防 府 市 の 歴 史 文 化 の 特

性 を 導 き 出 す と 次 の よ う に 整 理 で き ま す 。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆  Ⅰ ． 自 然 の 恵 み を 享 受 し て 佐 波 の 大 地 に 築 か れ た 文 化 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◇  【 山 】 　 自 然 史 の ス ケ ー ル で み る と 、 防 府 の 大 地 を 形 づ く る 素 材 (  真 砂 )  の 供 給 源 で あ る 。 加 工 技 術 を 伴 っ

た 古 代 と 近 世 ・ 近 代 に は 石 材 を 産 出 し た 。 山 々 の 個 性 的 で 表 情 豊 か な 山 容 は 信 仰 や 芸 術 の 対 象 と も

な り 防 府 の 文 化 を 育 ん で き た 。

◇  【 川 】 　 防 府 の 豊 か で 良 質 な 水 の 供 給 源 で 、 利 用 さ れ る 流 域 に 堤 防 ・ 水 路 な ど の 土 木 技 術 が 施 工 さ れ て き た

歴 史 が あ る 。 川 の 水 は 水 路 網 を 通 し て 農 業 に 、 伝 統 あ る 醸 造 等 の 製 造 業 も 地 下 に 涵 養 し た 伏 流 水 の

恩 恵 を 受 け て い る 。

◇ 【 大 地 】 幾 万 年 の 「 細 か な 白 砂 」 が 堆 積 し た 大 地 が 防 府 の 生 活 空 間 。 町 は 自 然 の 動 き に 対 応 し て 形 づ く ら れ

て き た 。 か つ て 地 域 経 済 を 活 性 さ せ た 歴 史 的 な 産 業 (  焼 物 ・ 塩 づ く り ・ 鋳 造 業 )  は 大 地 の 組 成 分 を

有 効 に 利 用 し て 技 術 を 発 展 さ せ た 。

◆ ◆ ◆   Ⅱ ． 海 が 歴 史 舞 台 の 瀬 戸 内 防 府 ― 瀬 戸 と 灘 の間
は ざ ま

に 活 き た 海 の 技 術 ― ◆ ◆ ◆

◇  【 海 】 　 防 府 は 波 穏 や か な 瀬 戸 内 海 を 背 景 に し た 美 し い 光 景 に 恵 ま れ て い る 。 歴 史 的 に は 、 潮 流 を 利 用 す る

た め に 的 確 な 判 断 を 求 め ら れ る 操 船 の 困 難 な 海 域 で も あ っ た 。 そ れ だ け に 経 験 に 則 し た 地 元 の 知 識 ・

技 術 が 重 要 視 さ れ 、 航 海 ・ 船 ・ 港 に 関 す る 情 報 が 集 積 さ れ る 土 地 柄 と な っ た 。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆   Ⅲ ． 往 来 と 交 流 の 十 字 路 　 1 3 0 0  年 持 続 し た 歴 史 的 な 交 通 都 市  ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◇  【 人 】 　 防 府 は 古 く か ら 南 北 は 佐 波 川 断 層 谷 に 、 東 西 は 瀬 戸 内 海 に 沿 っ て 、 人 々 が 交 易 の た め 往 来 し た 交 通

の 結 節 地 点 で あ っ た 。 瀬 戸 内 沿 岸 、 九 州 、 山 陰 、 近 畿 地 方 の 文 化 が 交 流 し 、 い つ の 時 代 も 先 進 性 の

あ る 多 彩 で 豊 か な 文 化 を 築 い て き た 。

第 ４ 章 　 防 府 市 の 歴 史 文 化 の 特 性

  ◆ ５ ． 防 府 市 の 歴 史 文 化 の 特 性 〈 ま と め 〉
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